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慢
性
的
な
赤
字
経
営
の

抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て

外
部
有
識
者
を
中
心
に
協

議
し
た
赤
穂
市
民
病
院
経

営
検
討
委
員
会
は
２０
日
、

現
行
の
経
営
形
態
を
維
持

し
つ
つ
経
営
改
善
を
目
指

す
よ
う
提
言
す
る
報
告
書

を
赤
穂
市
に
提
出
し
た
。

独
立
行
政
法
人
化
や
指
定

管
理
者
制
度
導
入
、
あ
る

い
は
民
間
譲
渡
と
い
っ
た

経
営
形
態
の
変
更
を
伴
う

改
革
を
見
送
っ
た
上
で
診

療
科
の
削
減
や
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
な
ど
に
よ
る
経
営
改

善
を
勧
め
て
お
り
、「
抜

本
的
な
経
営
見
直
し
」
と

呼
ぶ
に
は
疑
問
の
残
る
提

言
と
な
っ
た
。

　

同
病
院
は
２
０
０
５
年

度
以
降
、
１６
年
連
続
で
赤

字
を
計
上
。
２０
年
度
の
純

損
失
は
１０
億
３
５
０
０
万

円
に
上
り
、
資
金
不
足
比

率
は
起
債
発
行
に
総
務
省

の
許
可
が
必
要
と
な
る
１０

％
を
超
え
た
。
一
時
借
入

金
の
残
高
は
２０
億
円
に
達

し
て
い
る
。
牟
礼
市
長
は

「
現
在
の
経
営
状
況
の
ま

ま
で
は
、
資
金
不
足
の
解

消
は
困
難
」
と
し
て
昨
年

８
月
に
経
営
検
討
委
を
設

置
。
病
院
経
営
や
県
下
の

医
療
状
況
に
詳
し
い
有
識

者
を
含
む
１０
人
の
メ
ン
バ

ー
が
計
４
回
の
会
合
を
開

い
て
報
告
書
を
ま
と
め

た
。

　

報
告
書
は
Ａ
４
判
３３
ペ

ー
ジ
。
検
討
委
で
最
大
の

焦
点
と
な
る
と
み
ら
れ
た

経
営
形
態
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
独
立
行
政
法
人

や
指
定
管
理
者
に
移
行
し

た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
「
給
与
を
収
益
に
見

合
っ
た
水
準
に
減
額
す
る

例
が
見
ら
れ
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

る
」「
新
旧
の
大
学
医
局

が
異
な
る
と
移
行
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
ま
な
い
」「
移

行
期
間
と
し
て
２
〜
３
年

を
要
す
る
」
な
ど
と
指
摘

し
た
上
で
、「
ま
ず
、
こ

の
２
〜
３
年
の
経
営
改
善

を
着
実
に
行
う
こ
と
が
重

要
」「
持
続
可
能
な
病
院

運
営
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
現
実
的
な
対
応
」
と

言
及
。
引
き
続
き
、
現
行

の
経
営
形
態
を
維
持
す
る

こ
と
が
「
適
当
」
と
結
論

加
里
屋
川
改
修
に
伴
い

砂
子
橋
が
開
通

住
民
渡
り
初
め

　

砂
子
地
区
で
１５
日
、
加

里
屋
川
の
河
川
改
修
に
伴

い
架
け
替
え
整
備
さ
れ
た

「
砂ま

な

子ご

橋ば
し

」（
橋
長
２３
㍍
、

幅
員
５
㍍
）
の
開
通
式
が

あ
り
、
地
域
住
民
ら
約
２

０
０
人
が
渡
り
初
め
で
祝

っ
た
。

　

同
橋
の
周
辺
は
川
幅
が

狭
か
っ
た
た
め
、
大
雨
で

あ
ふ
れ
た
水
に
よ
っ
て
農

地
が
冠
水
し
た
こ
と
が
過

去
に
度
々
あ
っ
た
。
加
里

屋
川
を
管
理
す
る
県
が
２

０
１
９
年
度
か
ら
着
手
し

た
一
帯
の
河
川
拡
幅
整
備

に
伴
い
、
約
２
億
円
の
事

業
費
を
か
け
て
橋
を
架
け

替
え
た
。

　

開
通
式
は
砂
子
自
治
会

が
主
催
し
た
。
神
事
に
続

い
て
獅
子
舞
の
演
舞
で
完

成
を
祝
い
、
橋
の
名
称
公
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市
民
病
院
検
討
委
が
報
告
書

経
営
形
態
変
更
見
送
り

経
営
形
態
変
更
見
送
り

診
療
科
見
直
し
な
ど
提
言

＝
上
仮
屋
南
＝
が
「
赤
城

会
賛
歌
」
の
タ
イ
ト
ル
で

作
詞
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
で
ギ
タ
ー
演
奏

が
得
意
な
司
波
多
聞
さ
ん

（
７３
）が
「
誰
で
も
す
ぐ
に

募
で
採
用
さ
れ
た
坂
越
小

５
年
の
宮
本
暖は

る

加か

さ
ん

（
１１
）と
橋
梁
に
設
置
さ
れ

た
「
砂
子
橋
」
の
銘
板
の

文
字
を
揮
毫
し
た
保
育
士

の
有
田
悦
子
さ
ん（
５３
）に

記
念
品
を
贈
呈
。
く
す
玉

を
開
い
て
渡
り
初
め
を
行

っ
た
。
有
田
さ
ん
は
「
自

然
豊
か
な
加
里
屋
川
が
戻

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込

め
て
橋
の
名
前
を
書
き
ま

し
た
。
災
害
の
な
い
ま
ち

に
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

県
光
都
土
木
事
務
所
に

よ
る
と
、
道
路
と
の
接
合

部
な
ど
の
付
帯
工
事
が
完

了
す
る
ま
で
は
数
㍍
下
流

の
仮
設
橋
を
併
用
し
、
今

年
３
月
末
ま
で
の
完
全
供

用
を
目
指
す
。（
写
真
は

地
域
住
民
ら
が
開
通
を
祝

っ
た
砂
子
橋
の
渡
り
初

め
）

　

上
仮
屋
老
人
ク
ラ
ブ

「
赤
城
会
」（
榊
敏
会
長
）

の
愛
唱
歌
が
こ
の
ほ
ど
完

成
。
会
員
が
作
詞
し
た
歌

詞
を
「
鉄
道
唱
歌
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う
。
会
員

か
ら
は
「
歌
い
や
す
い
。

会
の
活
動
が
さ
ら
に
活
発

に
な
り
そ
う
」と
好
評
だ
。

　

「
声
高
ら
か
に
歌
う
た

い　

老
い
の
青
春
楽
し
ん

で
」
で
始
ま
る
歌
詞
は
３

番
ま
で
あ
り
、「
忠
臣
蔵

の
お
ひ
ざ
元　

エ
イ
エ
イ

オ
ー
と
生
き
て
い
く
」

「
元
気
で
長
生
き
い
き
い

き
と　

あ
あ
わ
れ
ら
が
赤

城
会
」
な
ど
地
域
性
や
会

の
目
的
を
織
り
交
ぜ
た
七

五
調
。
１５
年
以
上
前
か
ら

高
齢
者
大
学
の
エ
ッ
セ
イ

部
に
所
属
し
、
日
頃
か
ら

作
文
や
作
詞
を
楽
し
む
会

員
の
牛
丸
廣ひ

ろ

治じ

さ
ん（
８５
）

歌
え
る
よ
う
に
」
と
「
鉄

道
唱
歌
」
の
曲
に
合
う
よ

う
に
少
し
歌
詞
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
。

　

上
仮
屋
地
区
の
老
人
会

は
一
時
期
、
活
動
休
止
状

態
と
な
っ
て
い
た
が
２
０

１
６
年
に
榊
会
長
ら
が
復

活
。
会
員
で
集
ま
っ
て
朝

食
を
食
べ
る
「
モ
ー
ニ
ン

グ
会
」
や
百
歳
体
操
の
ほ

か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
な
ど
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
も
あ
る
。
モ
ー
ニ
ン
グ

会
の
食
材
に
は
会
員
た
ち

が
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し

て
育
て
た
野
菜
も
使
う
な

ど
、
市
内
の
老
人
会
で
随

一
と
言
え
る
盛
ん
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

「
赤
城
会
賛
歌
」
は
モ

ー
ニ
ン
グ
会
な
ど
で
歌
っ

て
い
く
予
定
で
、
牛
丸
さ

ん
は
「
自
分
と
し
て
は

『
老
い
の
青
春
楽
し
ん

で
』
の
と
こ
ろ
が
一
番
気

に
入
っ
て
い
る
。
明
る
く

元
気
に
歌
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。（
写
真
は

「
赤
城
会
賛
歌
」
を
作
詞

し
た
牛
丸
廣
治
さ
ん
㊧
と

司
波
多
聞
さ
ん
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　
付
け
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
経
営

改
善
策
と
し
て
、
▽
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
の
受
け
入

れ
強
化
▽
１
人
の
看
護
師

が
受
け
持
つ
入
院
患
者
人

数
を
現
行
の
「
７
人
」
か

ら
「
１０
人
」
に
見
直
す
▽

周
産
期
医
療
、
小
児
医
療

な
ど
診
療
機
能
の
見
直
し

▽
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
の
廃
止

▽
病
院
運
営
と
経
営
に
精

通
し
た
専
任
の
病
院
事
業

管
理
者
の
配
置
―
な
ど
を

挙
げ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を

実
行
で
き
た
場
合
の
効
果

額
を
「
年
間
で
５
〜
６
億

円
」
と
推
計
し
た
。
専
門

家
が
経
営
状
況
を
定
期
検

証
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
提
案
し
た
一
方
、「
経

営
改
善
を
着
実
に
進
め
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
強

固
な
も
の
に
す
る
た
め
、

市
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

是
非
と
も
検
討
を
お
願
い

し
た
い
」
と
さ
ら
な
る
出

資
を
求
め
た
。

　

検
討
委
の
中
村
隆
彦
委

員
長
（
赤
穂
市
医
師
会

長
）
は
「
で
き
る
限
り
の

議
論
は
尽
く
し
た
。
こ
の

危
機
を
脱
す
る
た
め
に
積

極
的
な
対
応
を
」
と
市
に

要
望
。
報
告
書
を
受
け
取

っ
た
牟
礼
正
稔
市
長
は

「
市
民
病
院
と
し
て
今
後

見
直
す
べ
き
方
向
性
を
示

し
て
い
た
だ
い
た
。
報
告

書
の
内
容
を
尊
重
し
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
と

応
じ
た
。

　

報
告
書
は
同
日
ま
で
に

議
会
に
も
示
さ
れ
、
１
月

２６
日（
水
）に
開
く
全
員
協

議
会
で
質
疑
す
る
予
定
。

議
員
か
ら
は
「
と
て
も
抜

本
的
見
直
し
と
は
言
い
が

た
い
」「
こ
れ
で
は
市
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
」

な
ど
と
早
く
も
厳
し
い
声

も
上
が
っ
て
い
る
。（
写

真
は
赤
穂
市
民
病
院
経
営

検
討
委
員
会
の
報
告
書
を

牟
礼
正
稔
市
長
㊨
に
提
出

す
る
中
村
隆
彦
委
員
長
）

声
高
ら
か
に
歌
う
た
い
♪

会
員
作
詞
の
愛
唱
歌

上
仮
屋
老
人
会「
赤
城
会
」

か
き
ま
つ
り
今
年
も
中
止

代
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

購
入
客
に
ク
ー
ポ
ン
券

　

赤
穂
か
き
ま
つ
り
実
行

委
員
会
は
１９
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
を
踏
ま
え
、
２
月

に
予
定
し
て
い
た
「
赤
穂

か
き
ま
つ
り
」
の
中
止
を

発
表
し
た
。
代
わ
り
に
、

市
内
の
各
直
売
所
で
牡
蠣

購
入
客
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

進
呈
す
る
「
坂
越
か
き　

う
ま
う
ま
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
来
月
実
施
す
る
。

　

実
行
委
に
よ
る
と
、

「
赤
穂
か
き
ま
つ
り
」
の

中
止
は
昨
年
１２
月
下
旬
の

時
点
で
決
定
し
た
と
い

う
。
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
を
見
合
わ
せ
て
お

り
、
２
年
連
続
の
中
止
と

な
っ
た
。

　

「
坂
越
か
き　

う
ま
う

ま
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

２
月
１
日
か
ら
２８
日
ま
で

市
内
の
牡
蠣
直
売
店
で
購

入
額
２
５
０
０
円
ご
と
に

次
回
の
買
い
物
で
使
え
る

５
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン

券（
１
回
２
枚
ま
で
）を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
ク
ー
ポ

ン
券
は
各
直
売
店
を
含
む

２０
店
舗
で
２
月
末
ま
で
使

用
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ

は
実
行
委
☎
４８
・
８
６
１

１
（
坂
越
か
き
直
売
所
）

飲
食
店
に
１０
万
円
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
影
響
の

事
業
者
に
支
援
金

　

兵
庫
県
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
影
響
を
受
け
る
な
ど
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
、
飲
食
店
な
ど
を
対
象

に
一
時
支
援
金
を
支
給
し

よ
う
と
、
１７
日
か
ら
申
請

受
付
を
開
始
し
た
。

　

「
中
小
法
人
・
個
人
事

業
主
等
に
対
す
る
一
時
支

援
金
」
は
昨
年
４
〜
１０
月

の
間
に
一
度
で
も
国
の
月

次
支
援
金
を
受
給
し
た
県

内
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
要
件
に
中
小
法
人

に
２０
万
円
、
個
人
事
業
主

に
１０
万
円
を
支
給
す
る
。

２
月
２８
日（
月
）ま
で
申
請

を
受
け
付
け
る
。

　

「
飲
食
店
等
一
時
支
援

金
」
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
適
正
店
」
の
認
証
を
受

け
た
飲
食
店
な
ど
を
運
営

す
る
事
業
者
で
、
今
年
４

月
以
降
も
営
業
を
続
け
る

意
思
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

要
件
に
１
店
舗
あ
た
り
１０

万
円
を
支
給
す
る
。
２
月

２２
日（
火
）ま
で
申
請
を
受

け
付
け
る
。

　

い
ず
れ
も
支
給
は
１
回

限
り
で
、
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
申
請
期
限
前
で

も
受
け
付
け
を
終
了
す

る
。
専
用
サ
イ
ト
か
ら
電

子
申
請
で
き
る
ほ
か
、
赤

穂
市
役
所
２
階
商
工
課
窓

口
で
も
申
請
書
類
を
配
布

し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

先
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
中
小
法
人
・
個
人
事

業
主
等
に
対
す
る
一
時
支

援
金
＝
☎
０
５
０
・
８
８

８
２
・
４
９
０
８
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
土
日

祝
を
除
く
）

　

▽
飲
食
店
等
一
時
支
援

金
＝
☎
０
７
８
・
３
６
１

・
２
５
０
１
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
土
日
祝
を

除
く
）
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１
月
１２
日
の
寒
い
夜
の

こ
と
、
水
道
管
の
破
裂
水

が
ご
う
ご
う
と
流
れ
る
音

と
泥
が
溝
か
ら
飛
び
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
へ
電
話
を
し
て

水
道
課
の
方
に
連
絡
を
取

っ
て
も
ら
い
、
寒
い
夜
の

夜
中
ま
で
か
か
っ
て
修
理

を
し
て
い
た
だ
き
、
翌
朝

に
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う

に
水
道
が
使
え
ま
し
た
。

水
道
課
、
道
路
交
通
整
理

の
方
な
ど
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
市
民
）

　
　

  

＊　

＊　

＊

赤
穂
民
報
よ
り

　

水
道
課
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
御
崎
の
東
海
地
区

で
配
水
管
の
故
障
が
あ

り
、
職
員
７
人
と
業
者
１

人
の
計
８
人
が
午
後
８
時

半
ご
ろ
か
ら
修
繕
に
入

り
、
日
付
が
変
わ
る
午
前

１
時
ご
ろ
完
了
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

配
水
管
に
ひ
び
が
入
っ

て
い
た
と
い
い
、「
は
っ

き
り
と
し
た
原
因
は
わ
か

ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
配

水
管
の
老
朽
化
だ
ろ
う
」

と
の
こ
と
で
す
。
赤
穂
市

で
は
、
敷
設
か
ら
５０
年
を

経
過
し
た
あ
た
り
の
配
水

管
を
優
先
し
て
順
次
更
新

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
故
障
が
年
間
３０
件

程
度
発
生
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
場
合
は

深
夜
で
あ
っ
て
も
修
繕
に

取
り
か
か
る
そ
う
で
、
業

務
と
は
い
え
、
市
民
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

た
い
で
す
ね
。

濯
１4
～
１9
時
。
９
３
０
円

※
時
間
は
応
相
談
。御
崎

☎
4５
・
３
３
５
５

　

▼「
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
」＝【
客
室
清
掃
係
】

９
～
１５
時
。
週
３
～
５

日
で
日
数
応
相
談
。一
度

応
募
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。時
給
９
２
８

円
～
【
フ
ロ
ン
ト
係
】①

７
時
ま
た
は
８
時
か
ら
７

時
間
②
９
時
ま
た
は
１０
時

か
ら
５
時
間
③
１５
時
ま
た

は
１６
時
～
２０
時
。出
勤
日

数
・
時
間
は
応
相
談
。
４

時
間
以
上
の
勤
務
は
食
事

補
助
と
休
憩
あ
り
。時
給

９
２
８
円
。土
日
勤
務
で

き
る
方
歓
迎
。業
務
／
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力（
エ
ク

セ
ル
・
ワ
ー
ド
）で
き
る
事

必
須
。チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、電
話
対

応
。諸
準
備
な
ど
幅
広
く

覚
え
て
も
ら
う
事
が
あ
り

ま
す
。学
生
可
。長
期
勤
務

の
方
歓
迎【
料
飲
ア
ル
バ

イ
ト
】１０
～
２２
時
の
間
で

応
相
談
。週
２
～
５
日
で

日
数
応
相
談
。宴
会
係
、和

食
処
、カ
フ
ェ
で
の
勤
務
。

時
給
９
２
８
円
～
※
い
ず

れ
も
土
日
、お
盆
、年
末
年

始
に
出
勤
で
き
る
方
。研

修
・
試
用
期
間
あ
り
。高
校

生
不
可
。交
通
費
規
程
に

よ
り
支
給
。制
服
貸
与
。扶

養
控
除
を
受
け
て
い
る
方

は
控
除
内
で
働
い
て
い
た

だ
け
ま
す
。学
校
行
事
の

あ
る
方
は
シ
フ
ト
を
調
整

し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。加
里
屋
中

洲
☎
4２
・
１
０
０
１
（
北

島
）

　

▼「
呑
海
楼
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／
時

間
要
相
談
。
９
３
０
円
～

②
仲
居
／
６
時
半
～
１１

時
。１4
時
半
～
２２
時
。１
０

０
０
円
～
③
客
室
清
掃
／

９
時
～
１５
時
。
９
３
０
円

～
④
布
団
敷
き
／
１６
時
半

～
２１
時
。
９
３
０
円
～
⑤

食
洗
／
７
時
～
１０
時
半
。

０
円
Ｕ
Ｐ
。制
服
あ
り
。洋

食
喫
茶「
グ
ラ
ト
ニ
ー
」赤

穂
城
北
☎
２７
・
９
２
０
３

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
お
花
の
好
き
な
方
、一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。花

の
店
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
で
の
花
苗
の
販
売
、水

や
り
、手
入
れ
、接
客
等
の

お
仕
事
で
す
。主
に
女
性

が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
心
者
で
も
大
丈
夫
で

す
。時
給
９
３
０
円
。特
に

土
・
日
・
祝
日
に
勤
務
可
能

な
方（
月
半
分
以
上
）。勤

務
時
間
は
①
９
時
３０
分
～

１７
時
②
９
時
３０
分
～
１３
時

３０
分
③
１３
時
～
１７
時
の
シ

フ
ト
制
で
す
。詳
細
は
面

談
に
て
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー

ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎

4６
・
８
０
０
１（
ド
リ
ー
ム

カ
ン
ト
リ
ー
）

　

▼
フ
レ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト

さ
ん
募
集
の
お
知
ら
せ
＝

『
働
き
方
改
革
推
進
』に
伴

う
ス
タ
ッ
フ
増
員
の
た
め

急
募
①
生
鮮
部
門（
青
果
・

鮮
魚
・
精
肉
・
惣
菜
）生
鮮

食
品
の
製
造
・
陳
列
な
ど

②
レ
ジ
・
売
場
部
門
／
レ

ジ
応
対
・
商
品
補
充
・
お
客

様
対
応
な
ど
〇
勤
務
時
間

８
時
～
１３
時
の
う
ち
4
時

間
程
度
、ま
た
は
１３
時
～

１７
時（
応
相
談
）〇
時
給
９

８
０
円（
日
曜
）、
９
２
８

円（
平
日
）※
研
修
期
間
あ

り
〇
募
集
人
員
／
各
部
門

若
干
名
〇
勤
務
日
／
事
前

に
打
ち
合
わ
せ
し
て
決
め

る
カ
レ
ン
ダ
ー
制
で
す
◎

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

◎
最
大
１５
％
割
引
き
の
従

業
員
割
引
制
度
、水
素
水

サ
ー
バ
ー
従
業
員
割
引
き

サ
ー
ビ
ス（
月
千
円
）あ
り

ま
す【
正
社
員
も
同
時
募

集
】勤
務
時
間
８
時
～
１７

時
等
、給
与
１７
万
５
０
０

０
円
～
。「
旬
鮮
食
彩
館
パ

オ
ー
ネ
塩
屋
店
」☎
０
１

２
０
・
4２
・
０
５
０
３
（
人

事
総
務
部
、難
波
）

　

▼
行
方
不
明
の
猫
を
捜

し
て
い
ま
す
＝
白
に
薄
い

グ
レ
ー
の
メ
ス
。
１
月
１５

日
に
朝
日
町
で
い
な
く
な

り
ま
し
た
。
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
が
左
耳
に
不
妊

手
術
済
み
の
小
さ
な
カ
ッ

１８
時
～
２２
時
。
９
３
０
円

～
◎
未
経
験
者
Ｏ
Ｋ
。日

数
、時
間
と
も
に
要
相
談
。

御
崎
１
３
１
☎
4２
・
６
６

０
１

　

▼
Ｓ
Ｓ
正
規
社
員
、
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

＝
○
正
規
社
員
／
月
給
１８

万
円
～
。年
齢
・
経
験
に
よ

る（
昇
給
・
社
会
保
険
・
各

種
手
当
あ
り
）。危
険
物
乙

四（
あ
れ
ば
尚
可
）手
当
あ

り
。７
～
１9
時
内
の
シ
フ

ト
制
○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
／
８
～
１9
時
内
で
の

任
意
シ
フ
ト
。
時
給
９
３

０
円
～（
昇
給
あ
り
）。「
前

田
石
油
㈱
」○
赤
穂
東
Ｓ

Ｓ（
イ
オ
ン
赤
穂
店
西
側
）

☎
4２
・
２
６
９
０
○
赤
穂

イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ（
山
陽
赤

穂
Ｉ
Ｃ
）☎
4２
・
１
１
６
６

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
①
フ
ロ

ン
ト
／
８
時
～
１８
時
の

間
の
３
～
４
時
間
程
度
。

時
給
９
３
５
円
②
仲
居
／

１５
時
～
２１
時
の
間
。時
給

１
０
０
０
円
③
客
室
清
掃

／
９
時
３０
分
～
１３
時
の

間
。時
給
９
３
５
円
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。御
崎
☎
4２
・
２
６
８
１

　

▼
草
刈
り
、
ボ
ー
ト
掃

除
等
・
バ
イ
ト
募
集
＝
○

勤
務
先
「
㈲
川
㟢
商
会
日

生
マ
リ
ー
ナ
本
店
」
備
前

市
日
生
町
寒
河
３８
○
時
給

１
０
０
０
円
（
交
通
費
込

み
）。週
２
日
勤
務
で
き
る

方
。９
～
１７
時
。お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０

８
６
９
・
７4
・
０
５
０
０

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

６
時
１５
分
～
８
時
半
。時

給
９
５
０
円
○
9
時
～
１３

時
。時
給
９
３
０
円
。週
２

日
～
4
日
程
度
勤
務
で
き

る
方
。土
日
ど
ち
ら
か
勤

務
で
き
る
方
歓
迎
。詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
ロ
ー
ソ
ン
関
西
福
祉

大
学
前
店
」☎
4５
・
２
４
６

０
　

▼
２
月
２２
日
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
＝
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
。１０
時
半
～

１７
時
半
の
間
で
応
相
談
。

時
給
１
０
０
０
円（
高
校

生
９
５
０
円
）能
力
に
応

じ
て
Ｕ
Ｐ
。
土
日
祝
１
０

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
4２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
4
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
８
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
１
１
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
9
３
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２4
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
4５
・
０
７
３
３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
４
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
８
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
１
１
１
０
円

２
㌧
未
満
６
９
３
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６4
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
4２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
4３
・
３
９
３
９

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、
工
事
、
ア
ド

バ
イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

《
迅
速
・
確
実
・
丁
寧
》

に
、
あ
な
た
の
夢
を
か
た

ち
に
し
ま
す
。「
㈱
中
道

工
務
店
」
若
草
町
☎
4２
・

５
０
７
７

　

▼
「
く
ら
電
」
か
ら
の

お
知
ら
せ
＝
新
し
い
形
の

電
器
屋
で
す
。
電
気
の
お

困
り
事
か
ら
家
電
・
住
宅

設
備
の
修
理
、
お
庭
の
お

手
入
れ
や
不
要
品
の
処

分
、
家
具
の
移
動
等
、
自

分
で
は
無
理
と
思
っ
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
『
足
と
靴
』
で
お
悩

み
の
方
＝
ド
イ
ツ
整
形
靴

技
術
に
よ
る
靴
や
イ
ン
ソ

ー
ル
の
ご
提
案
。
ま
た
、

足
爪
ケ
ア
や
タ
コ
・
魚
の

目
と
い
っ
た
角
質
除
去
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
加
里
屋
ま
ち
づ
く
り

会
館
で
１
月
２５
日
、
２
月

８
日
・
２２
日（
火
）9
時
３０

分
～
１６
時（
ご
予
約
優

先
）。「
上
郡
整
形
靴
ｈ
ａ

ｒ
ｕ
ｋ
ｕ
」
☎
０
８
０
・

２
３
７
７
・
１
８
２
２
◎

詳
し
く
は
上
郡
・
ｈ
ａ
ｒ

ｕ
ｋ
ｕ
で
検
索

　

▼
新
規
限
定
・
２
月
末

ま
で
＝
〇
カ
ッ
ト
２
０
０

円
ｏ
ｆ
ｆ
〇
カ
ラ
ー
・
パ

ー
マ
の
方
、
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
無
料
。予
約
優
先･

当

日
予
約
可
能
。「
Ｈ
ａ
ｉ

ｒ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ　

Ｂ

ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
」
加
里
屋
２
０

７
２
の
１０
（
花
岳
寺
通
商

店
街
）
☎
５６
・
６
４
６
１

　

▼
不
用
品
の
処
分
は
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
＝
大
き

な
家
具
・
重
量
物
・
洗
面

台
・
物
置
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

チ
ェ
ア
・
学
習
机
・
ベ
ッ

ド
な
ど
。
上
階
か
ら
の
搬

出
も
Ｏ
Ｋ
。
遺
品
整
理
承

り
ま
す
。
見
積
無
料
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト

テ
ッ
ク
」
中
広
１
３
７
０

の
１
☎
4３
・
５
３
２
８

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
冬
の
お
庭
に

春
の
お
花
が
加
わ
る
と
そ

れ
だ
け
で
少
し
嬉
し
く
な

り
ま
す
ね
。
寒
く
て
も
よ

く
咲
く
丈
夫
な
お
花
が
入

荷
し
て
い
ま
す
よ
。
鮮
や

か
な
花
色
が
目
を
ひ
く
ア

ネ
モ
ネ
や
、
６
月
頃
ま
で

咲
き
つ
づ
け
る
ロ
ー
ダ
ン

セ
マ
ム
は
ド
ー
ム
状
に
な

り
見
事
で
す
。
ミ
ニ
水
仙

も
蕾
が
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。
赤
、
黄
、
ピ
ン
ク
、

紫
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
プ
リ

ム
ラ
ジ
ュ
リ
ア
ン
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
話
題
の
ネ
モ
フ
ィ

ラ
は
青
の
他
、
黒
、
水
玉

な
ど
も
入
荷
し
て
い
ま

す
。
ム
ス
カ
リ
や
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
等
球
根
植
物
は
今
か

ら
楽
し
み
で
す
ね
。
人
気

の
寄
植
セ
ッ
ト
は
お
花
の

組
み
合
わ
せ
に
悩
ま
な
く

て
い
い
で
す
ヨ
。
寄
植
の

ご
注
文
も
承
っ
て
い
ま

す
。
ご
予
算
に
応
じ
て
ご

用
意
し
ま
す
◎
令
和
３
年

産
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
玄
米
３０
㌔
、
若
干
の

販
売
の
ご
用
意
が
で
き
ま

し
た
の
で
販
売
し
ま
す
。

お
電
話
に
て
ご
注
文
の

上
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

見
て
ね
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」
木
津

☎
4６
・
８
０
０
１

　

▼
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
買
取
り

ま
す
＝
カ
ゴ
式
捕
獲
器
に

捕
ま
っ
た
生
き
た
ド
ブ
ネ

ズ
ミ
を
買
い
取
り
ま
す
。

１
匹
１
０
０
０
円
○
ド
ブ

ネ
ズ
ミ
以
外
は
買
取
不
可

（
種
類
の
判
断
は
弊
社
に

て
対
応
）○
ご
希
望
の
方

に
は
捕
獲
カ
ゴ
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
○
捕
獲
さ

れ
た
ネ
ズ
ミ
は
弊
社
に
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
弊
社

か
ら
引
き
取
り
に
伺
い
ま

す
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。「
ア
ー
ス
製
薬
㈱
」

☎
4８
・
１
８
０
９
（
片
山

・
有
吉
／
土
日
祝
日
除
く

９
時
～
１６
時
）

　

▼
ヨ
ガ
教
室
＝
加
里
屋

ま
ち
づ
く
り
会
館
○
土
曜

９
時
半（
ハ
タ
ヨ
ガ
）月
４

千
円
○
木
曜
１０
時
半（
初

心
者
）月
３
千
円
〇
火
曜

１８
時
１５
分（
ヨ
ガ
＋
筋
膜
）

月
５
千
円
○
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ヨ
ガ
教
室
開
催
。御
崎

☎
０
８
０
・
４
７
０
６
・
１

６
７
２（
波
多
野
）

　

▼「
銀
波
荘
」＝
○
事
務

職
9
～
１３
時
、１３
～
１７
時

○
部
屋
清
掃
9
時
半
～
１4

時
半
○
風
呂
清
掃
9
～
１３

時
○
洗
い
場
9
～
１２
時
、

１9
～
２３
時
。各
９
５
０
円

（
研
修
９
３
０
円
～
）○
洗
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積
み
荷
が
転
倒

足
首
骨
折
重
傷

　

１
月
１７
日
午
後
１
時
ご

ろ
、
赤
穂
市
鷏
和
の
モ
レ

ス
コ
赤
穂
工
場
で
、
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
の
積
み
荷
が

倒
れ
、
従
業
員
が
足
を
は

さ
ま
れ
た
。

　

赤
穂
署
に
よ
る
と
、
約

１
㌧
分
の
廃
油
が
入
っ
た

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
タ
ン
ク

を
排
油
口
へ
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
輸
送
中
、
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
前
方
に
転

倒
。
誘
導
役
の
５０
代
男
性

会
社
員
の
右
足
が
タ
ン
ク

と
床
の
間
に
は
さ
ま
っ
た

と
い
う
。
男
性
は
右
足
首

骨
折
の
重
傷
で
命
に
別
状

は
な
い
と
い
う
。

　

同
署
は
業
務
上
過
失
致

傷
の
疑
い
で
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
を
操
作
し
て
い
た

同
僚
男
性（
4２
）か
ら
事
情

を
聴
い
て
い
る
。

野
焼
き
が
延
焼

顔
面
な
ど
火
傷

　

１
月
１9
日
午
前
１１
時
ご

ろ
、
赤
穂
市
鷏
和
の
農
地

で
野
焼
き
の
火
が
延
焼
。

作
業
し
て
い
た
土
地
所
有

者
の
男
性（
７２
）が
火
傷
を

負
い
救
急
搬
送
さ
れ
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
男
性

は
同
日
午
前
１０
時
ご
ろ
、

数
日
前
に
刈
り
取
っ
た
雑

草
を
焼
却
し
よ
う
と
着

火
。
周
囲
に
燃
え
広
が

り
、
通
り
が
か
っ
た
人
に

１
１
９
番
通
報
を
依
頼
し

た
。
消
防
車
５
台
が
出
動

し
、
同
１１
時
4０
分
ご
ろ
鎮

火
。
雑
草
約
１
０
０
０
㍍

が
焼
け
た
。
男
性
は
顔
面

な
ど
を
火
傷
し
た
が
、
命

に
別
状
は
な
い
と
い
う
。

万
引
き
の
消
防
職
員

停
職
３
か
月

の
懲
戒
処
分

　

赤
穂
市
消
防
本
部
は
２０

日
、
窃
盗
事
件
を
犯
し
た

主
査
の
男
性
職
員（
５５
）を

同
日
付
け
で
停
職
３
か
月

と
す
る
懲
戒
処
分
を
発
表

し
た
。

　

消
防
本
部
に
よ
る
と
、

主
査
は
昨
年
１０
月
、
姫
路

市
内
の
商
業
施
設
内
で
衣

料
品
を
万
引
き
し
、
１２
月

６
日
に
網
干
署
に
窃
盗
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
容
疑

を
認
め
た
上
で
被
害
店
舗

と
示
談
。
被
害
届
は
取
り

下
げ
ら
れ
、
検
察
は
今
月

１２
日
ま
で
に
不
起
訴
処
分

と
し
た
。

　

１
月
７
日
夜
、
赤
穂
市

職
員
が
新
年
会
を
開
い
た

と
聞
き
ま
し
た
。
第
６
波

が
到
来
し
た
中
、
無
責
任

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
一
市
民
）

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

市
に
事
実
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
上
下
水
道
部
水
道

課
が
同
日
、
市
内
の
居
酒

屋
で
新
年
会
を
開
い
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
適
正
店
の

認
証
を
受
け
て
い
る
店
を

貸
り
切
っ
て
１０
人
が
参

加
。
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
の

人
数
が
４
人
以
下
に
な
る

よ
う
に
３
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
て
座
り
、
午
後

６
時
過
ぎ
か
ら
８
時
半
過

ぎ
ご
ろ
ま
で
会
食
し
た
。

一
部
の
参
加
者
を
除
い
て

飲
酒
も
あ
り
、
会
食
の
終

盤
に
は
腕
相
撲
を
楽
し
ん

だ
と
い
う
。

　

市
は
昨
年
１２
月
２３
日
、

県
の
対
処
方
針
に
基
づ
く

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
呼
び
掛
け
と
し
て
、

「
会
食
は
同
一
テ
ー
ブ
ル

４
人
以
内
、
２
時
間
以
内

程
度
と
し
、
会
話
時
は
マ

ス
ク
着
用
を
徹
底
」「
感

染
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
飲
食
店
、
カ
ラ
オ
ケ

店
等
の
利
用
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
全
職
員

に
メ
ー
ル
で
通
知
し
て
い

た
。
同
一
テ
ー
ブ
ル
４
人

以
内
の
会
食
自
体
は
対
処

方
針
や
通
知
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
２
時
間

を
超
え
て
会
食
を
続
け
た

点
は
逸
脱
し
て
い
る
。

　

新
年
会
が
あ
っ
た
７
日

は
兵
庫
県
内
で
１
４
４
人

の
感
染
が
判
明
し
、
斎
藤

元
彦
知
事
が
「
第
６
波
に

入
っ
た
」
と
の
認
識
を
示

し
た
日
だ
っ
た
。
自
身
も

新
年
会
に
参
加
し
た
担
当

部
長
は
赤
穂
民
報
の
取
材

に
「
日
頃
か
ら
頑
張
っ
て

仕
事
し
て
く
れ
て
い
る
職

員
の
慰
労
と
、
お
互
い
の

親
睦
を
図
ろ
う
と
会
食
を

開
い
た
。
同
一
テ
ー
ブ
ル

４
人
以
内
な
ら
問
題
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
行

っ
た
が
、
今
思
え
ば
軽
率

だ
っ
た
」
と
反
省
の
弁
を

述
べ
た
。

　

▽
２３
日
＝
田
淵
医
院
☎

4３
・
４
１
１
４

ト
が
あ
り
ま
す
。
首
輪
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
☎
4３
・

５
７
２
０

　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

市
職
員
と
し
て
無
責
任
で
は

第
６
波
の
中
で
新
年
会

２
時
間
超
な
ど「
反
省
」

夜
間
に
水
道
管
パ
ン
ク

寒
い
中
の
復
旧
に
感
謝

読
者
の
声

こ
の
欄
は
皆
さ
ん
市
民
の
欄
で
す
。

い
ろ
ん
な
ご
意
見
、
苦
情
等
を
お
寄

せ
下
さ
い
。
匿
名
希
望
の
場
合
も
、

内
容
確
認
等
で
連
絡
の
必
要
が
あ
る

の
で
連
絡
先
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
秘
密
厳
守
し
ま
す
。
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